
平 成 １７ 年 初 盆 の お 家
喪　　　主 続柄 故人名 命　　日 享年（数え年） 地 区 名

深　田　喜久子 夫 和　美 １６年７月 ７日 ７４歳 上直見・川　又

竹　田　金　作 母 ケサ子 ７月３１日 ９３歳 上直見・神の原

山　内　一　平 父 林　作 ８月１６日 ９４歳 赤　木・吹　原

柳　井　昌　之 父 義　則 ８月１８日 ７２歳 赤　木・長　野

簀　戸　　　展 父 政　喜 １１月２０日 ９０歳 仁田原・岸の上

立　箱　貞　夫 妻 恵美子 １１月２８日 ４３歳 赤　木・神　内

平　井　均　和 母 眞理子 １１月２９日 ９１歳 赤　木・神　内

岩　崎　正　人 母 フ　ジ １７年１月３０日 ９５歳 弥　生・小　田

工　藤　信　幸 母 梅　子 ２月 ６日 ９４歳 仁田原・下　城

古　矢　長　生 父 廣　志 ２月２１日 ８６歳 仁田原・上の地

鳴　海　君　子 夫 弘 ３月２０日 ７６歳 蒲　江・尾　浦

佐　藤　和　久 母 紀美子 ４月 １日 ６４歳 大分市・小野鶴

佐　竹　正　光 母 ヨシカ ４月 ４日 ９８歳 上直見・新　中

御手洗　治　信 父 登 ５月 ４日 ７６歳 仁田原・細川内

長　田　小太郎 母 蘭　子 ５月１１日 ７６歳 仁田原・細川内

立　箱　　　功 姉 キクヨ ６月１９日 ７８歳 赤　木・立　箱
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※
葬
儀
や
天
候
の
都
合
で
日
程
を
延
ば
す
場
合
は
、
地
区
世
話
人
様
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
、
座
敷
に
上
が
ら
ず
、
草
鞋
・
合
羽
で
お
参
り
致
し
ま
す
。（
軒
先
で
の
お
勤
め
を
致
し
ま
す
。）

台
風
な
ど
の
延
期
に
伴
い
１４
日
の
地
区
が
１６
日
以
降
に
成
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
留
守
の
家
は
外
か
ら
お
経
を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
１６
日
ま
で
本
堂
で
の
葬
儀
が
で
き
ま
せ
ん
。

☆平成17年　お盆参りの日程☆

昨年とは日程や地区順が違います。お確かめください。
始まりと終わりの時間は昨年を参照にしています。だいたいの目安にしてください。

期　日 日 　 柄 午　前　〜　正　午 正　午　〜　夕　方

８月１日 盆入り・路作
９時頃から午後２時頃まで　中津留（赤木）⇒立長

（月曜日） り盆　友　引

８月２日
塚　　日 ９時頃から午後２時頃まで　岸の上⇒天津留⇒下城

（火曜日）

８月３日
９時３０分頃から午後２時３０分頃まで　椛ケ原⇒杭の内⇒内水

（水曜日）

８月４日
９時３０分頃から午後２時頃まで　大久保⇒萱垣⇒大鶴

（木曜日）

８月５日 ９時頃から午後１時頃まで 午後２時頃から午後６時頃まで
煤掃き盆

（金曜日） 栗林⇒向船場⇒園 学校下⇒神内⇒野の内

８月６日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後７時３０分頃
友　　引

（土曜日） 市屋敷⇒堂師 まで　間庭⇒江河内

８月７日 池替盆（井戸・ ９時頃から午後１時頃まで 午後３時頃から午後６時３０分頃
（日曜日）墓掃除）・立秋 新中⇒久留須 まで　佐伯Ａ地区

８月８日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後６時頃まで
（月曜日） 細川内⇒吹原⇒道の内 水口・間⇒弥生

８月９日 ９時頃から午後２時頃まで 午後３時頃から午後５時頃まで
（火曜日） 黒岩⇒横川⇒羽木蜷⇒中津留 神の原⇒川又

８月１０日
９時３０分頃から午後２時頃まで　宇目町⇒延岡市⇒日向市

（水曜日）

８月１１日
花取り盆 ９時３０分頃から午後５時３０分頃まで　上の地⇒柚の原⇒竹の下

（木曜日）

８月１２日
友　　引 ９時３０分頃から午後７時頃まで　佐伯Ｂ地区

（金曜日）

８月１３日 １０時頃から午後３時頃まで　 午後５時頃から午後
精霊迎え盆

（土曜日） 畑の浦⇒尾浦⇒鶴見⇒木立 ８時頃まで　別府市

８月１４日
盂 蘭 盆 ９時３０分頃から午後７時３０分頃まで　大分市⇒臼杵

（日曜日）

８月１５日 盂 蘭 盆
１０時頃から午後２時頃まで初盆各家（前ページ参照）

（月曜日） 精霊流し

８月１６日
精霊送り盆 １５日までにお参り出来なかった各檀家

（火曜日）

こ
の
期
間
に
該
当
す
る

初
盆
の
家
は
、
こ
の
日

に
お
参
り
致
ま
す
。
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《
正
定
寺
花
園
会
役
員
名
簿
》

花
園
会
会
長（
檀
徒
総
代
）

柳
　
井
　
道
　
則

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

小
　
野
　
永
　
生

花
園
会
役
員（
檀
徒
総
代
）

柳
　
井
　
孝
　
義

花
園
会
会
計
・
庶
務

村
　
西
　
栄
　
二

花
園
会
女
性
部
部
長

矢
　
野
　
侃
　
可

花
園
会
女
性
部
副
部
長

竹
　
下
　
好
　
子

花
園
会
女
性
部
副
部
長

安
　
藤
　
リ
ヨ
子

花
園
会
女
性
部
会
計
・
庶
務

川
　
野
　
久
美
子

花
園
会
青
壮
年
部
長

小
田
木
　
聖
　
孝

《
正
定
寺
花
園
会
地
区
世
話
人
名
簿
》

内
水
地
区

戸
高
　
　
忠

椛
杭
地
区

御
手
洗
豊
喜

岸
の
上
地
区

櫻
井
　
米
士

上
の
地
地
区

小
野
　
泰
雄

細
川
内
地
区

御
手
洗
晴
視

柚
の
原
地
区

鉄
山
　
昌
美

黒
岩
地
区

川
股
　
憲
明

大
鶴
地
区

下
川
　
雅
秀

羽
木
蜷
地
区

大
竹
　
昭
二

横
川
地
区

大
原
　
　
昇

神
の
原
地
区

足
立
　
米
寿

神
栗
地
区

甲
斐
　
一
男

市
屋
敷
地
区

安
藤
　
智
公

堂
師
地
区

廣
瀬
　
豊
喜

野
の
内
地
区

後
藤
　
保
代

立
長
地
区

廣
瀬
伊
久
生

中
道
地
区

安
藤
　
鉄
也

吹
原
地
区

宮
下
　
　
与

久
留
須
地
区

渡
辺
　
淳
一

間
庭
・
中
津
留
地
区

水
久
保
光
夫

竹
園
地
区

佐
竹
　
伸
幸

佐
伯
地
区

仲
宮
　
哲
男

江
河
内
地
区

吉
田
　
　
勇

尾
浦
地
区

冨
高
　
和
夫

花
園
会
会
計
監
査
委
員

佐
　
竹
　
伸
　
幸

花
園
会
会
計
監
査
委
員

小
　
野
　
泰
　
雄

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

久
保
田
　
清
　
江

花
園
会
女
性
部
会
計
監
査
委
員

小
　
野
　
明
　
美

ている。』檀
だん

家
か

さんで聞いた新盆参りでの話です。亡き人の姿

形は見えなくても、見える心を育てたいものです。

ている。』檀
だん

家
か

さんで聞いた新盆参りでの話です。亡き人の姿

形は見えなくても、見える心を育てたいものです。
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六
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
平
成
十
七
年
度
世
話
人

総
会
」
で
位
牌
堂
修
理
の
概
要
と
見
積
も
り
を
各
地
区
世
話

人
様
よ
り
ご
検
討
を
賜
り
ま
し
た
。
檀
信
徒
の
中
に
は
、
位

牌
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
各
ご
先
祖
様
の
過
去
帳
位
牌
に
つ

い
て
や
、
位
牌
堂
の
成
り
立
ち
な
ど
詳
し
い
こ
と
を
世
代
の

移
り
変
わ
り
で
知
ら
な
い
ま
ま
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
定
寺
の
位
牌
堂
は
江
戸
時
代
よ
り
各
檀
信
徒
の
位
牌
が

お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
統
一

さ
れ
た
位
牌
で
は
な
く
、
篤
志
者
・
大
檀
家
な
ど
特
定
の
檀

家
に
限
っ
て
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
本
堂
の
裏
に
回
廊
で
建
っ
て
い
た
位
牌

堂
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
新
た
に
現
在
の
場
所
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
三
十
二
年
前
の
住
職
・
総
代
が
新
位
牌
堂
の
建

立
に
際
し
て
、
貧
富
・
篤
志
に
よ
る
位
牌
の
格
差
を
な
く
し
、

全
て
の
檀
信
徒
が
平
等
で
お
ま
つ
り
さ
れ
る
位
牌
の
安
置
を

念
願
と
し
て
建
立
し
ま
し
た
。

安
置
さ
れ
た
各
家
の
位
牌
は
過
去
帳
位
牌
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
亡
き
父
・
亡
き
母
が
書
き
記
し
た
ご
先
祖
さ
ま
の

戒
名
が
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
戒
名
だ
け
で
は
な

く
、
両
親
へ
の
報
恩
の
情
が
し
る
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

世
話
人
総
会
・
女
性
部
総
会
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
も
、
多
く
の
方
が
そ
の
位
牌
の
意
味
や
亡
き
家
族
が

直
筆
で
残
し
た
も
の
を
初
め
て
知
り
、
位
牌
堂
の
大
切
さ
や

統
一
さ
れ
た
位
牌
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
位
牌
の
総
安
置
数
は
三
七
七
家
。
地
区
世
話
人
様

か
ら
お
話
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
師
の
尊
い
発
願
に
ご

理
解
を
賜
り
、

ご
先
祖
の
ご
供
養
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
村
外
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
後
ほ

ど
趣
意
書
・
振
込
用
紙
に
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

尚
、
檀
信
徒
の
中
に
は
、
位
牌
堂
に
位
牌
が
な
い
方
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
平
成
十
年
頃
ま
で
に

新
檀
家
に
な
っ
た
お
家
で
す
。
位
牌
が
な
い
方
は
、
直
接

「
菊
池
仏
壇
（
佐
伯
市
仲
町
・
〇
一
二
〇
—
三
九
一
〇
三
五
）」

に
て
個
人
で
お
求
め
下
さ
い
。

〈廣じいちゃんが死んだ〉
「ヒロじいちゃんが死んだ、私たちの

大好きだったヒロじいちゃんが死んだ。」
それは2月21日の朝のことだった。

前の晩、病院で付き添っていたお父さ
んから一本の電話がかかった。『じいちゃ
んが急変した、大至急病院へ来い。』

病院へ向かう車の中、ポツリと崇敬が
言った。『じいちゃん死ぬん。』私は何も
答えることが出来なかった。

病院に着き急いで病室へ入ると、『ハァーハァー』と苦し
そうに肩で息をしているじいちゃんの姿が目に飛び込んでき
た。私はじいちゃんの手を握り、背中をさすった。『大丈夫、
頑張ってな。』と声をかけると息をするのもやっとなのに
『ありがとな、沙和も高校に合格するよう頑張って勉強しい
よ。』私は涙があふれ『うん』とうなずくのが精一杯だった。
私はいつもの『沙和、ようきたのうー』と少し照れくさそう
に話す優しいじいちゃんの笑顔が大好きだった。

そして翌朝五時過ぎ再び電話がなった。ヒロじいちゃんと
の思いでは、いっぱいありすぎて書ききれませんが、ひとつ
だけ書くとすればやっぱり最後の会話となった最後の約束。

『沙和、高校に合格しいよ』『うん…』私は今もこの言葉のや
りとりを忘れていません。「絶対に希望の高校に合格して笑
顔でじいちゃんに報告してやる。」と思っています。じいち

ゃんがあきらめずに最後まで病
気と闘ったように、私も今高校
受験に向かって、勉強と戦って
います。

じいちゃんは病気に負けて天
国に行ったけど、私は受験に勝
って希望校に笑顔で行きたい。

だから天国にいるじいちゃ
ん、私を見守ってください。そ
してじいちゃんお盆には、誰よ

りも早く家に帰ってきてね。みんな待ってるからね。
古
ふる

矢
や

廣
ひろ

志
し

から「玄黙院春月廣照居士」へ名前がかわったね。
和尚さんが言ってたよ。意味は【春の月のように黙って静か
に明るく照らしてくれる。】という意味が込められているら
しいよ。

じいちゃん、これからもわたした
ちを静かに明るく照らして見守って
くださいね。改めて85年間おつか
れ様でした。そしてたくさんの思い
出をありがとうございました。じい
ちゃん孝行が、あまりできなくて、
ごめんね…やすらかに…。

植
うえ

田
だ

沙
さ

和
わ

・祥嗣
しょうじ

・崇
たか

敬
ひろ

より。　合掌。

《
檀
信
徒
先
祖
位
牌
堂
修
理
の
お
願
い
》

正
定
寺
檀
信
徒
の
皆
様
へ

位牌堂

お祀りされている各家の位牌

位牌の中にある過去帳に書かれたご先祖の戒名

ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院ヒロじいちゃんの一時退院

【概要】
屋根工事（ステンカラートタン）・外部壁板
（杉材）・天井（ビニールクロス）・床（杉補
修材）

【見積もり予算】５，１９０，０００円
（一戸あたりの負担金１７，５００円）
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た
意
味
と
し
て
。
最
後
の
儀
式
と
し
て
。

仕
方
の
無
い
こ
と
で
は
あ
る
し
、
誰
も
が
通
る
道
だ

と
言
う
。
し
か
し
私
は
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
受

け
止
め
ら
れ
ず
、
月
日
が
た
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
あ

る
日
、
私
は
気
づ
い
た
。
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
姿
に
霧

が
掛
か
っ
た
様
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ま
で
〝
い

つ
も
〟
使
っ
て
い
た
、
サ
イ
ダ
ー
に
似
た
泡
立
つ
液
に

入
っ
た
入
れ
歯
。
皺し

わ

と
時
間
と
刻
ま
れ
た
銀
時
計
。
今

は
〝
生
き
て
た
頃
に
使
っ
て
た
〟
と
言
う
言
葉
に
刷
り

か
わ
っ
て
い
た
。
思
え
ば
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
時
間

の
流
れ
は
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
そ
こ
だ
け
穏
や
か
な

空
間
だ
っ
た
。
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ

ん
と
水
仙
は
似
た
者
同
士
か
も
し
れ
な
い
。
細
く
て
小

さ
い
花
で
は
有
る
が
、
ど
こ
か
凛
と
し
て
、
私
の
居
所

で
も
あ
っ
た
。
一
つ
の
扉
を
開
け
る
と
安
心
で
き
る
場

所
も
、
今
開
け
る
と
、
し
ん
と
し
て
い
る
事
が
多
数
、

無
意
識
の
う
ち
に
そ
こ
へ
行
き
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
こ

と
も
多
数
有
る
。
水
仙
が
あ
っ
た
時
の
潤
い
は
乾
涸
び
、

木
々
も
消
え
今
は
乾
き
し
か
無
い
け
れ
ど
、
死
に
つ
い

て
考
え
、
新
た
な
形
の
貴
方
に
近
づ
い
た
の
だ
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
花
を
咲
か
せ
な
い
水

仙
。
雨
の
雫
が
流
れ
る
こ
と
は
二
度
と
な
い
。
で
も
今

も
た
く
さ
ん
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
酔
い
痴
れ
る
一
時

を
あ
り
が
と
う
。
栄
光
と
と
も
に
空
の
上
へ
と
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
。

献
茶
会

六
月
十
九
日（
日
）午
後
二
時
か
ら

八
十
名
の
参
拝
者
の
も
と
、
ご
本
山

様
・
ご
先
祖
様
へ
、
檀
信
徒
か
ら
奉

納
さ
れ
た
新
茶
を
お
供
え
い
た
し
ま

し
た
。

女性部総会

− − − − − − − − 新茶をお供えする参拝者 − − − − − − − −献茶供養

水

仙

花

直
川
大
字
赤
木
　
山

内

麻

緒

秘
密
の
場
所
の
様
に
木
々
の
下
に
咲
く
水
仙
。
こ
の

一
時
の
命
し
か
持
た
ぬ
花
畑
け
は
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

が
咲
か
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

「
綺
麗
じ
ゃ
ろ
？
見
に
来
ん
か
？
。」

そ
う
言
わ
れ
た
人
は
、
い
そ
い
そ
と
こ
の
展
覧
会
擬

き
へ
出
向
き
、
白
・
濃
黄
色
の
花
を
愛
で
て
い
く
。
幼

い
頃
キ
ラ
イ
だ
っ
た
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
を
、
好
き
に
な

れ
る
瞬
間
だ
っ
た
。
な
ぜ
キ
ラ
イ
だ
っ
た
の
か
は
、
も

う
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
一
つ
、
先
端
に
数
花

付
い
た
だ
け
の
小
さ
な
植
物
を
、
あ
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ

ん
が
必
死
で
守
り
慈
し
む
姿
に
違
和
感
を
感
じ
て
い

た
。
幼
い
私
か
ら
見
る
と
、
そ
の
頃
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は

大
き
く
怖
い
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

細
く
繊
細
な
、
ま
る
で
女
の
子
の
様
な
体
に
、
水
を

滑
ら
せ
る
楽
し
さ
、
言
い
様
の
無
い
〝
花
だ
け
の
域
〟

を
発
す
る
神
秘
な
香
り
が
大
好
き
で
、
こ
の
花
畑
け
は

い
つ
ま
で
も
〝
こ
こ
〟
に
有
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。

い
や
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ひ
い
じ

い
ち
ゃ
ん
も
同
じ
だ
。
幼
い
頃
と
は
逆
で
随
分
小
さ
く

見
え
、
昔
叩
い
て
い
た
頭
も
、
大
好
き
に
な
っ
た
の
に
。

病
院
に
御
見
舞
い
に
行
く
と
泣
い
て
く
れ
る
じ
い
ち
ゃ

ん
の
孫
で
良
か
っ
た
と
思
え
た
の
に
。
あ
の
人
は
、
私

の
見
て
い
な
い
所
で
、
は
ら
り
と
花
を
舞
わ
せ
て
し
ま

っ
た
。
ひ
ら
ひ
ら
と
、
唯
ふ
ら
り
と
浮
い
て
い
る
様
に

見
え
て
も
、
重
力
と
言
う
力
、
死
と
言
う
力
に
強
く
引

き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
風
が
吹
か
な
い
限
り

浮
か
ず
、
浮
い
て
も
い
ず
れ
は
落
ち
て
行
く
。
塩
分
を

含
ん
だ
水
が
頬
を
伝
う
。
た
く
さ
ん
の
人
が
流
し
て
行

く
。
こ
の
養
分
と
も
な
ら
ぬ
水
を
枯
れ
た
花
へ
と
降
ら

せ
て
い
く
の
だ
。
き
れ
い
に
咲
い
た
証
と
し
て
。
生
き
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〈家族みんなで読みましょう〉

９月２２日は

山門大施餓鬼会
五色の幡が本堂に飾られ、独特なお経声で行われる

山門大施餓鬼会。
年に一度のこの法要は、皆さまから届けられたご先

祖さまの戒名が厳かな法要の中で一霊一霊お唱えされ
ます。

日頃は忙しくてなかなかお寺にお参り出来ない方々
も、是非都合を付けてご家族連れでお参り下さい。

９月になりましたら、花園会女性部がご案内致しま
す。

一
月
二
十
日
、
恒
例
の
大
般
若

会
が
二
五
〇
名
の
参
拝
者
の
も
と

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
般
若
会

楽しみな「くじ引き」

足立宜了和尚様

お説教聞く参拝者

大般若法要

大般若法要

大般若法要

1等の28型テレビが当たった
「城南町の渡辺邦子さん」

春彼岸会春彼岸会
3月24日、ご本山布教師・足立宜了師を迎え、50名の参拝者のもと、お

法要・説教が行われました。
布教師さまに柳井道則総代が「お言葉を生かしながら日々の生活に努めて

行きます。」と謝辞を述べ、
参拝者はお接待を頂き春彼
岸のご供養を賜りました。

秋彼岸会秋彼岸会




